
1.　はじめに

2.　概要（現況状況）

会 社 名 株式会社伊藤建設

発 表 者 内山 雄介

 本事業は、落石や土砂崩壊の危険性があり、また、既設コンクリート擁壁の背面に土砂の
堆積が進行しているため落石防護柵を設置する事業である。本工事は184.3mの内、終点側か
ら36.8mの落石防護柵を設置する事業最初の工事である。
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 当現場は湧水の影響及び堆積土のN値が10程度と低く、ダウンザホールハンマ工による削
孔作業では孔壁の自立が難しく孔壁崩壊が懸念された。従って軟弱地盤層には孔壁保護を施
す必要があった。
特記仕様書には｢孔壁保護が必要な場合は監督職員と協議すること｣と記載があり初めに、使
用する孔壁保護管について検討した。軟弱地盤の層厚が各箇所2～8m程度ある為、肉薄なス
パイラル管や鋼管では土圧により対応出来ないと判断し、今回はケーシングを使用すること
とした。受注者にて3案の施工方法における施工性を含め経済比較を実施し検討した。孔壁
保護管の長さ及び厚さ、本数により費用が増減するため各施工方法において最低限必要とな
る孔壁保護管の規格及び本数を全て抽出し、本工事及び事業全体として孔壁保護の最適な施
工方法を検討し協議した。

工 事 場 所 新潟県糸魚川市鬼伏地区外3箇所

テーマ番号 ③ 施工計画・施工管理

大平寺地区における孔壁保護の施工方法について

工 事 名 令和６･７年度糸魚川地区防災対策工事
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3.　施工方法

1案） 5.0mケーシング及び8.0mケーシング(t=6.4mm Φ456.7)を使用し、削孔後ケーシング
を残置する工法

【問題点】 図-4

図-3

8.0mケーシングを使用する際は
ボーリングマシンのストローク
の関係上ケーシングを2本溶接で
継ぐため、溶接手間費用が別途
かかる。
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青線：軟弱層境界線

ケーシング不要

両端末柱1　　柵高:4500 根入長:8000 全長:L=12500 　　4本

両端末柱2　　柵高:4500 根入長:4500 全長:L= 9000　 　1本

中間柱1　　　柵高:4500 根入長:8000 全長:L=12500　　19本

中間柱2　　　柵高:4500 根入長:4500 全長:L= 9000　　 5本

端末柱1　　　柵高:4500 根入長:8000 全長:L=12500　　 1本

合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 43本

■支柱一覧表

中間柱3　　　柵高:4500 根入長:5000 全長:L= 9500　　11本

端末柱2　　　柵高:4500 根入長:5000 全長:L= 9500　　 1本

両端末柱3　　柵高:4500 根入長:5000 全長:L= 9500　 　1本



2案) 各支柱毎に軟弱地盤までは残置とし、引き抜き可能なケーシングは引き抜きを行う
工法

【問題点】
ケーシングを継ぎ足すため、ね
じ切り部が発生しケーシング厚
が厚くなる。(12.7mm)
8.0m程度軟弱地盤がある箇所に
ついては全て残置になるため厚
さ6.4mmのケーシングを使用す
る。
従って厚さ6.4mmと12.7mmが混
在する。
残置するケーシングを吊ってお
く必要があるため固定費が別途
かかる。
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3案) 1案及び2案の混合案
※ケーシング厚が違うため、単価が逆転するケーシングについては全て1案に変更
ex.7.0m(t=12.7mm)→8.0m(t=6.4mm)に変更

【問題点】
2案同様

4.　結果

5.　考察及びまとめ

 本工事は大平寺地区落石防護柵工における事業として最初の工事であり、今回の施工方針
が以後にも続くため入念に施工方法を考えました。協力業者との打ち合わせにおいて基本的
に1案で施工をすることが多い中、実際様々な工法を考え比較検討を実施し、各案の問題点
等を認識することが出来ました。今後、類似条件の工事を施工する際は、施工方法等の比較
検討を実施し、進めていこうと思います。

孔壁保護の施工方法について2案、3案のケーシングを一部引き抜く方法が一見安価に考えら
れるが、全箇所のケーシングが必要な部分をとりまとめ検討した結果、考えに相違があるこ
とが判明した。その中で、本工事及び事業全体において1案が1番安価で施工性も良いという
結果となり、1案を採用した。
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